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研究要旨： 

目的：本研究では後期高齢者の質問票の口腔に関する設問の妥当性を検証することを

目的に3つの研究を行った。研究①では後期高齢者の1年間の医科および歯科の医療費と

口腔機能の低下との関連を明らかにすることを目的とした。研究②では後期高齢者の質

問票の口腔に関する設問による口腔機能の低下と口腔細菌叢との関連について検討する

ことを目的とした。研究③では後期高齢者の質問票の口腔に関する設問を用いて、保健

事業と介護予防の一体的実施の効果を検証することを目的とした。 

方法：研究①では後期高齢者歯科健診を受診した2,190名の歯科健診の結果およびレセ

プトデータを用いて、後期高齢者の質問票の口腔に関する質問の結果と１年間の医科お

よび歯科医療費との関連を一般化線形モデル分析で検討した。研究②では健康啓発健診

に参加した地域在住高齢者から採取した唾液の真菌叢解析を行い、後期高齢者の質問票

の口腔に関する設問との関連を検討した。 研究③では保健事業による健康啓発健診に参

加した地域在住高齢者に対して、口腔に関する介護予防事業を行い、後期高齢者の質問

票の口腔に関する設問に関して効果を検討した。 

結果：研究①では後期高齢者の質問票の「お茶や汁物でむせることがある」に該当し

た者は医科の年間外来医療費が高額であることと有意な関連を認めた（OR = 1.143, 95％
CI: 1.016 - 1.287）、「半年前に比べて硬いものが食べにくくなった」に該当したものは

歯科の年間外来医療費が高額であることと有意な関連を認めた（OR = 1.210, 95％CI: 
1.062 - 1.376）。研究②では「お茶や汁物等でむせることがありますか」とC.albicansと
C.glabrataの２種の真菌の検出との関連が認められた（OR = 2.73, 95％CI: 1.33- 5.60）。研

究③では保健事業と介護予防の一体的実施によって「半年前に比べて硬いものが食べに

くくなった」、「お茶や汁物等でむせることがありますか」について効果が認められた。 

結論：後期高齢者の質問票の口腔に関する設問は、医科医療費、歯科医療費がそれぞれ

高額であることと有意な関連があり、口腔内細菌叢の悪化とも関連することが明らかに

なった。また、口腔に関する保健事業と介護予防事業の一体的実施の効果の検証にも有

用であることが示唆された。以上の結果から後期高齢者の質問票の口腔に関する設問を

使用した口腔機能の評価は、口腔機能低下者と重症化リスク者のスクリーニングに有用

であり、保健事業と介護予防の一体的実施の中で、多職種による健康状態の把握やアウ

トリーチ支援への活用が期待された。 



Ａ. 研究目的 

【研究①】後期高齢者の質問票の口腔に関

する設問と医療費との関係 
フレイル高齢者では入院費や医療費が高額で

あるとの報告があるが、オーラルフレイルな

ど口腔機能の低下と医療費との関係について

の報告はない。我々は後期高齢者の質問票の

口腔に関する設問で口腔機能の低下に該当し

たものは、該当しなかった者と比べて医療費

が高額であるとの仮説を立て、後期高齢者

の1年間の医科および歯科の医療費と口腔

機能の低下との関連を明らかにすることを

目的に横断研究を実施した。 
【研究②】後期高齢者の質問票の口腔に関

する設問と口腔細菌叢との関係 
近年、口腔機能の低下が要介護状態や死亡発

生と関連していることが報告されている。ま

た、口腔細菌叢が全身疾患と関連している

との報告も行われている。口腔機能の低下

と口腔細菌叢との関連が明らかになれば口

腔機能の低下が全身に及ぼす影響を明らか

にする手がかりを得ることができると考え

た。そこで後期高齢者の質問票の口腔に関

する設問による口腔機能の低下と口腔細菌

叢との関連について検討した。 
【研究③】保健事業と介護予防の一体的実

施の効果（後期高齢者の質問票の口腔に関

する設問について） 
令和2年度から保健事業と介護予防の一体

的実施が開始された。しかし、その効果に

ついては明らかになっていない。そこで某

市が実施する健康啓発健診（保健事業）参

加者に対して、口腔に関する介護予防事業

への参加を促し、保健事業と介護予防の一

体的実施の効果を検証することを目的に介

入研究を実施した。 
 
Ｂ． 研究方法 

【研究①】2016年４月から2019年3月まで

に某県の後期高齢者歯科健診を受診した

2,190名（男性860名、女性1,330名、平均年

齢80.0±4.4歳）を分析対象とした。歯科健

診の結果およびレセプトデータを保険者か

ら、匿名化した状態で提供を受けた。レセ

プトデータから１年間の医科および歯科の

外来医療費、受診日数、チャールソン併存

疾患指数評価を算出し、後期高齢者の質問

票の口腔に関する質問の結果と１年間の医

科および歯科医療費との関連を一般化線形

モデル分析で検討した。本研究は北海道大

学大学院歯学研究院臨床・疫学研究倫理審

査委員会の承認を得て実施された（承認番

号2020第6号）。 
【研究②】健康啓発健診に参加した地域在

住高齢者210名から採取した唾液の真菌叢

解析を行い、口腔細菌の菌種の同定を行っ

た。真菌叢解析ではC.albicansとC.glabrata 
に着目し、両真菌の検出と後期高齢者の質

問票の口腔に関する設問による口腔機能の

低下との関連を検討した。本研究はヘルシ

ンキ宣言に則り、北海道大学大学院歯学研

究院臨床・疫学研究倫理審査委員会により

承認後に実施された【2020第9号】。 
【研究③】保健事業による健康啓発健診に

参加した地域在住高齢者に対して、口腔に

関する介護予防事業として1年6か月間クチ

トレ（口腔機能トレーニング機器を用いた、

セルフトレーニングと3か月に1回の集団指

導を行った）を実施した。事前と事後の評価

に参加した93名について、後期高齢者の質

問票の口腔に関する設問に関して効果を検

討した。本研究はヘルシンキ宣言に則り、

北海道大学大学院歯学研究院臨床・疫学研

究倫理審査委員会により承認後に実施され

た【2020第9号】。 
 

C．研究結果 

【研究①】一般化線形モデル分析（性別・

年齢・BMI・喫煙歴・教育年数・チャール

ソン並存疾患指数評価・フレイル・指輪っ

かテストの結果を調整）の結果、後期高齢

者の質問票の「お茶や汁物でむせることがあ

る」に該当した者は医科の年間外来医療費が

高額であることと有意な関連を認めた（OR = 
1.143, 95％CI: 1.016 - 1.287）。また、半年前に

比べて硬いものが食べにくくなったに該当

した者は歯科の年間外来医療費が高額であ

ることと有意な関連を認めた。（OR = 1.210, 
95％CI: 1.062 - 1.376）。 
【研究②】C.albicansとC.glabrataの検出に

関する多項ロジスティック回帰分析の結果

「お茶や汁物等でむせることがありますか」

とC.albicansとC.glabrataの２種の真菌の検出

との関連が認められた（OR = 2.73, 95％CI: 
1.33- 5.60）。 
【研究③】保健事業による健康啓発健診に

参加した地域在住高齢者に対して、介護予

防事業としてクチトレを行ったところ、後

期高齢者の質問票の口腔に関する設問「半



年前に比べて硬いものが食べにくくなった

」については改善した者7名（7.9％）、維

持77名（86.5％）、悪化5名（5.6％）であ

った。「お茶や汁物等でむせることがあり

ますか」については改善した者15名（16.7
％）、維持68名（75.5％）、悪化7名（7.8
％）であった。 
 
D．考察 

【研究①】後期高齢者の質問票の口腔に関

する設問は、医科医療費、歯科医療費がそ

れぞれ高額であることと有意な関連があっ

た。つまり後期高齢者の質問票で口腔機能の

低下を把握することは、口腔だけでなく、心

身機能や全身疾患の重症化を把握すること

にもつながり、後期高齢者の質問票の口腔

に関する設問の妥当性が示唆された。 

【研究②】唾液中のC. albicansとC. glabrata
の検出が、後期高齢者の質問票の「お茶や

汁物等でむせることがありますか」と関連

していた。口腔内細菌叢の悪化は口腔衛生

状態の悪化、低栄養、免疫低下、誤嚥性肺

炎のリスクとの関連が報告されていること

から、口腔内細菌叢の悪化は口腔機能の低下

とフレイル、サルコペニア、要介護状態、死

亡をつなぐ経路の一つである可能性が示唆

され、後期高齢者の質問票の口腔に関する

設問の妥当性が示唆された。 

【研究③】口腔に関する保健事業と介護予

防事業の一体的実施によって後期高齢者の

質問票の口腔に関する2設問に関して効果

が認められたことから、後期高齢者の質問

票の口腔に関する設問は一体的実施の効果

を検証するための指標として妥当であるこ

とが示唆された。 

 
E．結論 

後期高齢者の質問票の口腔に関する設問

は、医科医療費、歯科医療費がそれぞれ高

額であることと有意な関連があり、口腔内

細菌叢の悪化とも関連することが明らかに

なった。また、口腔に関する保健事業と介

護予防事業の一体的実施の効果の検証にも

有用であることが示唆された。以上の結果

から後期高齢者の質問票の口腔に関する設

問を使用した口腔機能の評価は、口腔機能

低下者と重症化リスク者のスクリーニング

に有用であり、保健事業と介護予防の一体

的実施の中で、多職種による健康状態の把

握やアウトリーチ支援への活用が期待され

た。 
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臨床口腔病理学会・第35回日本口腔診

断学会合同学術大会，2022年9月23～
24日 北海道 

 
Ｈ．知的所有権の取得状況 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 

 


